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山は紅　あや錦

もゆる心の　青春を

今ぞたたえて　謳うらむ

夕焼空に　照り映えて

紅葉輝く　古里は

アーア　みちのくの最上町

処女雪踏んで　シュプールを

描くしあわせ　君と僕

雲間をもるる　陽を浴びて

色もあざやか　とりどりに

雪に花咲く　古里は

アーア　みちのくの最上町

最上町讃歌
（四季を詠む）

作詞　尾形　久満喜

作曲　東海林　豊

ナダレの跡に　マンサクの

素朴な花に　春を知り

裾野に咲いた　カタクリは

最上乙女の胸　もやす

カスミたなびく　古里は

アーア　みちのくの最上町

雪シロたたえ　小国川

シブキを上げて　渦をまく

最上男子の　気が勇む

田畑うるおし　たゆるなく

若鮎おどる　古里は

アーア　みちのくの最上町

四方の山々　緑濃く

そよ吹く風も　サワヤカに

カジカ鳴く音に　湯の香り

湖畔の宿に　旅情湧き

ロマン花咲く　古里は

アーア　みちのくの最上町
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最上町が誕生。人口17,439人。
初代町長に二戸又治氏が就任。
赤倉小校舎落成。
大堀小･満沢小校舎落成。
町章制定。瀬見小中校舎落成。
新庄北高向町分校校舎落成。
愛宕保育所開設。
第二室戸台風で町内に被害大。
菊池満義氏が第２代町長に就任。
満沢鉱山が閉山。
大堀鉱山が閉山。
花立峠峰越し林道が開通。
旧有路家住宅重要文化財に指定。
中村仁氏が第３代町長に就任。
皇太子殿下と同妃殿下が来町。
コミュニティセンター落成。
町民憲章制定。全国中学生スキー大会
が赤倉で開催される。
赤倉保育所完成｡山刀伐トンネルが開通。
町民体育館落成。向町小新校舎落成。
町営住宅赤倉団地落成。
特別養護老人ホーム ｢紅梅荘｣ 落成。
大堀小新校舎落成。
中部地区県営圃場整備完成。
富沢小新校舎落成。集団赤痢発生。
赤倉小新校舎落成。西公園野球場落成。
三陸町と姉妹都市を締結。
大堀保育所新築落成。
最上中開校。温水プール落成。
富沢保育所新築落成。
おらだずの宿・りんどう落成。
瀬見小校舎落成。
ふれあい学園落成。月楯小校舎落成。
前森高原自然ふれあい館落成。
東法田小校舎落成。べにばな国体炬火
リレー出発。町美化条例を制定。
西部地区圃場整備事業落成。東法田の
大アカマツが日本一に認定される。
町立最上病院・健康センター落成。
下･立小路地区農業集落排水事業が供用開始。
高齢者福祉センター､健康クラブ落成。
｢第48回保健文化賞」受賞。
介護老人保健施設「やすらぎ」落成。
学校給食センター落成。
最上町情報公開条例の制定。
満沢小校舎落成。
公共下水道向町処理区供用開始。
地域間交流施設落成。
赤倉温泉スキー場新装オープン。
天皇・皇后両陛下が本町をご訪問。
高橋重美氏が第４代町長に就任。
最上町100万人交流促進条例の制定。
第18回国民文化祭｢俳句一般の部｣開催。
最上町農業振興条例の制定。
第59回国民体育大会冬季大会スキー競
技会 (開会式･アルペン競技) を開催。
アスパラガスの一大産地化に挑戦。
アスパラガス初出荷。菌床センター建設。
あたごこども園開園。
トリノ五輪に曽根田千鶴選手出場。
最上小国川穴あきダム新規建設採択。
バイオマスボイラ施設完成。
陸羽東線にみのり号走る。下白川橋開通。
すこやかプラザ完成。
（あたごこども園･子育て支援センターひまわり）
マスターズスキー大会開催。
東日本大震災発生。
瀬見小学校が大堀小学校へ統合。
紅梅荘移転。
満沢小学校が向町小学校へ統合。
赤倉温泉スキー場を町直営施設として運営開始。
光通信設備工事が完成。
町道愛宕山駅前線改良工事が完成。
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◆ ２ ◆

最上町章

町の概要

最上町の“も上”を図案化したもので、誕生した最上の和を、

飛躍発展の姿に象徴したものです。（昭和３３年１月８日制定）

町民憲章

●自然を活かし緑を守り、のびのびとした町をつくりましょう

●みんなたがいにたすけあい、住みよい町をつくりましょう

●心身ともに健やかな、明るい町をつくりましょう

●励ましながら働いて、豊かな町をつくりましょう

●教養をたかめ明日をひらく、文化の町をつくりましょう

町の色●みどり 町の木●うめ 町の花●りんどう 町の鳥●山鳥 町の獣●かもしか

私たちの心を一番安心させ
てくれる色、それが緑です。
町を包む自然の色、川面に
写り青空に映えて、私たち
町民の健康を象徴している
かのようです。未来に向け
て町の限りない発展と飛躍
を表現している色です。

｢花は梅｣と言われるように、
花の代表として賛美され続
けた梅花。それは清楚、そ
して気高く優美。百花に先
駆けて咲くその香りは春の
夢を誘います。
また、その実は食用として
実用化され、美と健康と生
産の町の象徴です。

りんどうの花は、古来、美
しさの中にも可憐さをたた
えた藍色の花として人々に
愛されてきました。自然の
野山に咲き、微笑むように
揺れる様は“思い出草”の
愛称を持っています。永遠
の夢を育む町の象徴です。

素朴でありながら、その強
さと美しさを無限のうちに
私たちに教えてくれる鳥｢山
鳥｣。山鳥は町内の山々に
多く生息し、親しみやすさ
の中にも雄々しさ、壮厳さ
をたたえています。町の発
展の象徴として最もふさわ
しい鳥です。

特別天然記念物として、町
内で毎年少しずつ増え続け
ている「かもしか」。厳しい
自然とたくましく戦いなが
ら、山や野を駆けめぐるそ
の姿は、まさに町の代表的
動物であり、自然と人間の
未来像を教えてくれます。

　最上町は山形県の東北部に位置し、秋田県湯沢市、宮城県大崎市などに隣接し

ている農林業と観光の町です。町域中央部には小国盆地が開けているものの、大

部分は奥羽山脈に属する山岳･丘陵地帯で、最北端には標高１,３６７ｍの小又山､最

南端には１,０７５ｍの翁山がそびえています。気候的には寒冷地多雨で、夏季には

東風が吹き抜け、冬季は多雪。四方が峰によってさえぎられているため、かつて

は“小国”と呼ばれ、ひとつの独立圏を形成してきました。基幹産業は稲作を中

心とした農業で、畜産や園芸を組み合わせた複合経営も進んでいます。また、温

泉や高原を利用した観光にも力を入れており、近年、県内外から多くの観光客が

訪れています。
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町 内 の 主 な 施 設

●役場(代表)

●健康福祉課

●地域包括支援センター

●産業振興センター

●幼児教育課

●中央公民館

●大堀地区公民館

※富沢地区公民館

●町立最上病院

☎43－2111
☎43－3117

☎43－3117
☎43－2340
☎43－2247
☎43－2350
☎44－2820
☎45－2527
☎43－2112

●高齢者総合福祉センター

●老健施設･やすらぎ

●やすらぎの家

●陽だまりの家

●給食センター

●前森牧場

●前森高原ビアハウス

　　　　　　　  ＦＡＸ

　農遊館

☎43－3181
☎43－3378
☎43－3125
☎43－3183
☎43－2104
☎43－3025
☎43－3522
　43－3292
☎43－3522

●ふれあい陶芸館

●町民体育館･温水プール

●封人の家（１２～３月 休館）

※お湯トピアもがみ

●簡易宿泊所りんどう

●ふれあいの里運動公園
　（ふれあいの里）

☎43－2928

☎44－2226

☎45－2397
☎45－2424
☎44－2822

☎45－2033

●マンスリーマンションせんしん館

●赤倉温泉スキー場管理センター
　赤倉温泉リフト㈱

●大場満郎冒険学校

※除雪センター

　(問合せ/建設課)

※向町浄化センター

　(問合せ/建設課)

☎45－3533

☎45－2901
☎43－4563

☎43－4114

☎43－4601

●向町小学校

●大堀小学校

●富沢小学校

●月楯小学校

●東法田小学校

●赤倉小学校

●最上中学校

●新庄北高最上校

※は職員が常在しません。

☎43－2266
☎44－2001
☎45－2811
☎43－2597
☎43－2799
☎45－2810
☎43－4115
☎43－2349

●あたごこども園

●大堀保育所

●富沢保育所

●あかくら幼稚園

●みつわ幼稚園

☎43－2346
☎44－2804
☎45－2821
☎45－2548
☎43－2020

こんなときどうする？

暮らしに便利な情報集
【手続き関係】

●介護支援や身体障がい者などの福祉サービスを受けたいとき●
最上町地域包括支援センター、または、健康福祉課福祉係にお問い合わせ

ください。

【主な相談窓口】

●人権にかかわる相談は●
人権擁護委員が相談に応じます。

・髙橋　憲邦（向　町）☎４３-２０２８　・佐藤　静子（向　町）☎４３-３３７５

・二戸　信子（向　町）☎４３-３０８３　・菅　清一郎（白川端）☎４４-２６３１

・石山不仁男（新　田）☎４５-２３３１

●子どもの教育についての相談は●
町の教育相談員及び適応教室指導員がご相談に応じます。

教育相談員

　・笠原さよ子（向町）☎４３-２２０５　・細矢ヒロエ（本城）☎４３-３００４

　・尾形由美子（通っている小中学校を通してお申し込みください｡）

適応教室相談員

　・中嶋より子（通っている小中学校を通してお申し込みください｡）

●生活費に困り相談にのってもらいたいときは●
病気やけがなどにより、働けなくなって生活が困窮したときは「生活保

護｣ などの制度がありますので、健康福祉課福祉係にご相談ください。

また、地域では民生児童委員が相談窓口になっております。

●行政の手続き等で不服があるときは●
行政相談委員の阿部誠一郎さん（月楯･☎４３-３３１６）にご相談ください。

●乳幼児の離乳や発育・発達・子育て等の相談は●
健康福祉課保健指導係までご相談ください。

●子育てについての相談は●
幼児教育課（すこやかプラザ内）までご相談ください。

●消費者相談は●
悪徳商法などの被害にあったときは、役場町民税務課、または、県消費生

活センター（☎０２３-６２４-０９９９）、最上消費生活センター（☎２９-１３７０）、
最上町駐在所（☎４３-２１１０）にご相談ください。

●町営住宅への入居の相談は●
役場建設課までご相談ください。

●平成２５年度 ｢ふれあい総合相談｣ のご案内●
町では、町民のみなさんの生活にかかわる総合的な相談窓口を開設して

います。今年は年３回の相談日を予定しています。相談は無料です。

●福祉サービスを利用したいとき●
健康福祉課にご相談ください。また、地域では民生児童委員が相談窓口に

なっております。

●休日に ｢死亡届｣ の手続きを行うとき●
休日の場合は､ 役場の日直者が対応しますので､ 正面玄関うらの職員用玄

関からお入りください｡  届出に必要なものは､ 死亡診断書と印鑑（届出者

の印鑑）です｡この時点では、火葬場使用の手続きのみとなりますので、

その他の手続きについては、休み明けに役場町民税務課の窓口で行なっ

てください。

●年度の途中で保育所に子どもを入所させたいとき●
幼児教育課（すこやかプラザ内）にお問い合わせください。

●古川駅の町の駐車場を利用したいとき●
町民税務課の窓口で　｢許可証｣　を発行いたします。手数料は、４００円で

す。発行手続きには、車検証が必要です。

関係機関

●社会福祉協議会

●もがみ南部商工会最上事務所

●最上町観光協会

●ＪＡ新庄もがみ 最上支店

●ＪＲ最上駅

●社会福祉法人 豊寿会

●社会福祉法人 千宏会

●みんなの家

●最上町駐在所

●赤倉駐在所

●大堀駐在所

●瀬見駐在所

●最上郵便局

●赤倉郵便局

●大堀郵便局

●瀬見郵便局

●東消防支署

☎４３－３１８０

☎４３－２１８４

☎４３－２２３３

☎４３－２１７１

☎４３－２００９

☎４３－３６６１

☎４４－２３５５

☎４３－９２７０

☎４３－２１１０

☎４５－２１１０

☎４４－２１１０

☎４２－２１１０

☎４３－２００５

☎４５－２６００

☎４４－２６００

☎４２－２１３７

☎４３－２００８



◆ ６ ◆ ◆ ７ ◆

・戸籍・除籍の証明書を申請するときは？

　　必要とする戸籍を申請する方が本人、配偶者、子、孫、父母、祖父母または弁護

　士等は、申請書の申請者の欄に記載、押印し、必要事項を記入して申し出ください。

　　申請者との関係が上記の方以外の場合は、請求事由（正当な事由）を具体的に記

　入していただくか、委任状が必要になる場合があります。

《 戸籍・住民票・印鑑証明・税証明等の交付 》　

・転入（他の市町村から住所を移したとき）の届出
　　前住所地の市町村発行の転出証明書・印鑑、住基カード（交付中の方のみ）、前に
　住んでいた市町村で各種手当や給付を受けていた場合、それらの証明書も持参して
　ください。

・転居（町内で住所が変わったとき）の届出
　　印鑑、住基カード（交付中の方のみ）、国民健康保険証等（加入者）を持参してください。

・転出（他の市町村へ住所を移すとき）の届出
　　印鑑、住基カード（交付中の方のみ）、国民健康保険証等（加入者）、印鑑登録証（登
　録者）を持参してください。また、引越しする日と引越し先の住所を明記できるよう
　にしてください。

《 住所の異動があったときの手続き 》… １４日以内に届出を！

・主な戸籍の届出は
　出生届・婚姻届・離婚届・死亡届・転籍届・入籍届・養子縁組届・養子離縁届など
　があります。
　　これらについては届出の期間、必要なものが異なりますので詳細は事前に住民係
　へ電話等でお問い合わせください。

郵送による証明書の申請方法　

・本人・配偶者・子・孫・父母・祖父母等の場合は、必要事項（必ず連絡先の電話番号）を申請

　書に記入して、申請することができます。これら以外の方は、委任状が必要となります。

・申請する際は、申請書（委任状）・本人確認書類（※１）のコピー・交付手数料（申請した証明書の

　料金分の郵便小為替）・返信用の封筒（返信先の住所･氏名を記入し、切手を貼ったもの）を同

　封し、役場住民係まで郵送してください。

延長窓口のお知らせ

　日中、都合で時間内（５時まで）に役場に来られない方のために、住民係では窓口業務を延長

　しております。ぜひご利用ください。

・実施日：毎週月曜日（祭日の場合は翌日）夜６時３０分まで

・住民係窓口で取り扱っているものが対象になりますが、葬祭費などの現金の支払いに関するも

 のは、翌日の取り扱いとなりますのでご了承ください。

＊住民係窓口利用について、ご不明な点がありましたら電話等で気軽にお問い合わせください。
＊住民係窓口利用に関しての詳しい情報は、最上町ホームページ＞暮らしのガイド＞手続き・証明に掲載
　してあります。

（※１）本人確認ができるものとは？
①住民基本台帳カード、旅券、運転免許証、在留カードまたは外国人登録証などの官公署が発行した本人
　の写真が貼付されているもの。
②①をお持ちでない場合は、各種健康保険の被保険者証、年金手帳、各種年金証書、住基カード（写真な
　し）などのうち２点。

　戸籍法・住民基本台帳法の一部改正により、平成２０年５月１日から
　窓口での「本人確認」が法律上のルールになりました。
　　戸籍の届出、戸籍証明書の交付、住民票等の交付、転出・転入等の届出などで役

　場に来られた場合

　　⇒窓口に来られた方について、運転免許証、写真付住基カードなどの写真付の

　　　本人確認書類（※１）の提示により、確認を行います。

《 戸籍の届出 》

・社会保険・厚生年金に加入したとき　

　　印鑑、国民健康保険証、年金手帳

　　新しく加入した社会保険の被保険者証または社会保険加入証明書、厚生年金加入

　証明書を持参してください。

・社会保険・厚生年金を脱退したとき

　　保険年金資格喪失証明書を持参して、国民健康保険と国民年金加入の手続きをし

　てください。

《 健康保険・年金の手続き 》… １４日以内に届出を！

・はじめて印鑑登録をするとき

　　登録する印鑑、本人確認のため運転免許証などを持参してください。

　　登録の手続きは、本人が行うのが原則ですが、代理人が行うこともできます。代

　理申請の場合は、本人宛に照会書を郵送し、代理人が回答書を持参することにより

　登録を受理いたします｡（この場合、日数がかかるのでご注意ください）

《 印鑑登録の手続き 》 

・身分証明書の交付は？

　　印鑑、本人確認のため運転免許証などを持参してください。

　　原則、本人申請のみとなります。

・印鑑登録証明書を申請するときは？

　　印鑑登録をされている方は、登録証（カード）を持参していただければ、本人、

　本人以外を問わず申請することができます。ただし、申請書には、登録されている

　方の住所・氏名・生年月日の記載が必要です。

・住民票、税証明（納税・所得・資産等）を申請するときは？

　　本人、または、同一世帯の方が申請することができます。同一世帯以外の方は、

　委任状が必要となる場合があります。税証明については印鑑が必要です。

住民係窓口利用のお知らせ住民係窓口利用のお知らせ住民係窓口利用のお知らせ

◆お問い合わせ　町民税務課住民係　☎４３－２１１１（代表） ☎４３－２０１２（直通）



◆ ８ ◆ ◆ ９ ◆

■診療科目　　◦ 内科　◦ 整形外科　◦ 外科　◦ 眼科　◦ 産婦人科
■病　床　数　　◦ 一般病床 ５０床　　◦ 療養病床 ２０床
■外来診療受付時間
　◦午前の受付時間／午前８時～午前１１時３０分
　◦午後の受付時間／午後１時３０分～午後２時３０分
　◦夜間診療の受付時間／午後５時３０分～午後７時３０分 （夜間診療は｢内科のみ｣です）

■診　療　日
　《内　　科》・月曜日～金曜日／午前診療・午後診療
　　　　　　　　※水曜日は夜間診療もあります。※木曜日の午後は休診になります。
　《整形外科》・毎週金曜日と第２･４水曜日／午前診療
　《外　　科》・毎週月曜日／午前診療・午後診療
　《眼　　科》・毎週月曜日と木曜日／午前診療
　《産婦人科》・毎週金曜日／午前診療

■休　診　日　◦土曜日　◦日曜日　◦祝日　◦年末年始（１２月２９日～１月３日）
■当院は「救急指定病院」です
　当病院は救急指定を受けていますので、緊急の場合はいつでも対応いたします。

■健康診断
　◦１日ドック（一般検診） ◦１泊２日ドック　◦検診日　月・火・水・金

　訪問診療・訪問看護
　在宅で療養する方に対し、訪問診療･訪問看護を行なっています。
　お気軽にご相談ください。
　◦訪問日／月～金曜日（午前９時～午後５時）但し、緊急の場合は随時対応しております。

町立最上病院

⑴ 専用して使用する場合

使用の
単位

区　　分

幼児､小中学校の
児童生徒の場合

上記以外の者である場合

昼間利用料金

全 面 サッカー面 グラウンドゴルフ面

１時間

１時間

１００円

２００円

２００円

４００円

３００円

６００円

⑵ 個人使用の場合

使用の単位

１人１回

〃

利用料金

　５０円

１００円

区　　　　分

幼児､小中学校の児童生徒の場合

上記以外の者である場合

⑶ 夜間照明灯利用料金

使用の単位

１時間

〃

利用料金

５００円

１,０００円

区　　　　分

幼児､小中学校の児童生徒の場合

上記以外の者である場合

診察の案内　ＴＥＬ４３－２１１２

【町民体育館】バレーコート２面
　　■利用時間　午前９時～午後９時まで
　　■利用料金　幼児・小中学生１回５０円
　　　　　　　　上記以外１回１００円　団体料金ご相談ください。

【温水プール】２５m・６コース、幼児プール
　　■利用時間　午前１０時～午後８時まで
　　■利用料金　幼児無料・小中学生１回１００円
　　　　　　　　上記以外１回３００円（夜間４００円）
　　　　　　　　回数券（１０回）小中学生８００円
　　　　　　　　上記以外の者２,５００円（夜間も同じ）
　　　　　　　　団体料金･コース専用使用はご相談ください。

【野 球 場】両翼９０m、天然芝
　　■利用時間　午前９時～
　　　　　　　　（上記以外はご相談ください）
　　■利用料金　午前３,２００円・午後４,４００円、
　　　　　　　　１日７,０００円
　　　　　　　　９時以前及び１７時以降は１時間７００円

【多目的広場】サッカーゴールあり
　　■利用時間　午前９時～午後９時まで
　　　　　　　　（上記以外はご相談ください）
　　■利用料金

ご利用の案内（月曜日休館）
 ＴＥＬ４４－２２２６（ＦＡＸ兼用）

■利用時間　　午前９時～午後９時　但し月曜日は午後７時まで
■施設概要　　浴室・和室８０畳・娯楽室１０畳２室・調理実習室

高齢者総合福祉センター ＴＥＬ４３－３１８１　（年中無休）

■利用時間　◦月・土・日曜日及び祝祭日
　　　　　　　　午前９時００分～午後５時００分まで
　　　　　　◦火～金曜日
　　　　　　　　午前１０時３０分～午後９時００分まで
■施設概要
　トレーニングルーム･フィットネスルーム
　更衣室（ロッカー･シャワー完備）

健康クラブ

最上西公園 体育施設
町内の給水装置工事事業所

・㈲佐藤ポンプ商会 (向町)

・吉田ポンプ店 (向町)

・菅薬店 (向町)

・佐藤設備工事 (赤倉)

・㈲菅幸住設 (下小路)

・黒坂鉄工所 (向町)

・最北菅工 (野頭)

・㈲大場設備 (満沢)

・パイプライン工業㈱最上営業所 (若宮)

・マルミ住設 (赤倉)

・引地修工 (若宮)

・㈱最上振興 (向町)

・㈱大場組 (白川端)

・㈱最上振興 (向町)

・㈱丸保大沼組 (若宮)

・㈱大沼建設 (向町)

・㈱小川建設 (向町)

・㈲早坂組 (上鵜杉)

・㈲高橋産業 (沢原)

・㈲佐々木建設 (向町)

・㈲佐藤ポンプ商会(向町)

・㈲大場設備 (満沢)

・㈲菅幸住設 (下小路)

・㈲高木建設 (月楯)

・吉田ポンプ店 (向町)

・佐藤設備工事 (赤倉)

・黒坂鉄工所 (向町)

・山田建設㈱ (本城)

・㈱北山建設 (若宮)

・パイプライン工業㈱最上営業所(若宮)

・清藤設備 (向町)

・㈱大沼工務店 (月楯)

・マルミ住設 (赤倉)

・㈲月光土建 (月楯)

・引地修工 (若宮)

・㈱アイテック東北 (清水町)

・最上町浄化槽整備株式会社 (向町)

☎43-2471
☎43-2223
☎43-3620
☎45-2726
☎45-2504
☎43-3039
☎44-2744
☎43-2534

☎43-3575
☎45-2965
☎43-4178
☎43-3875

☎44-2424
☎43-3875
☎43-3659
☎43-2209
☎43-2387
☎44-2321
☎43-3219
☎43-2231
☎43-2471
☎43-2534
☎45-2504
☎43-2830
☎43-2223
☎45-2726
☎43-3039
☎43-2168
☎43-2232

☎43-3575
☎43-3620
☎43-2588
☎45-2965
☎43-2620
☎43-4178

☎44-2657

☎43-2184

町内の排水設備工事指定店



◆ １０ ◆ ◆ １１ ◆

① コミュニティセンター（中央公民館）関係

大ホール

町民いこい室

２階研修室

調理実習室

小会議室

みどりホール

３階研修室

使用区分
　及び方法等

基本使用料

昼間（円） 夜間（円）

追加使用料
備　　考

昼間（円） 夜間（円）

6,480

1,410

1,410

860

860

1,730

1,410

7,560

1,620

1,620

1,080

1,080

2,160

1,620

650

330

330

330

160

330

330

760

430

430

430

210

430

430

最上町主な施設の使用料等について（平成２６年４月１日現在）

１、基本使用料とは、使用時間４時

　　間までの額をいいます。

２、追加使用料とは、超過時間１時

　　間ごとに加算する額をいいます。

３、練習等のため舞台面のみ使用す

　　る場合の使用料は、１時間につ

　　き１,０８０円とします。

４、興行若しくは営業用に使用する

　　場合は、使用料の２倍に相当す

　　る額を徴収します。

団

体

使

用

料

⑤モデル木造施設（お湯トピアもがみ）関係

多目的ホール

研修室

展示室

小会議室

展示ロビー

調理室

使用区分
　及び方法等

基本使用料

昼間（円） 夜間（円）

追加使用料
備　　考

昼間（円） 夜間（円）

6,480
2,490
1,410
860
860
860

7,560
3,240
1,620
1,080
1,080
1,080

650
490
330
330
330
330

760
540
430
430
430
430

１、基本使用料とは、使用時間４時

　　間までの額をいいます。

２、追加使用料とは、超過時間１時

　　間ごとに加算する額をいいます。

３、興行若しくは営業用に使用する

　　場合は、使用料の２倍に相当す

　　る額を徴収します。

団

体

使

用

料

⑥いきいきハウス関係

②生活改善センター（富沢地区公民館）関係

大集会室

小集会室

研修及び資料室

調理実習室

使用区分
　及び方法等

基本使用料

昼間（円） 夜間（円）

追加使用料
備　　考

備　　考

備　　考

昼間（円） 夜間（円）

2,490

860

860

860

3,240

1,080

1,080

1,080

480

160

160

160

650

210

210

210

１、基本使用料とは、使用時間４時
　　間までの額をいいます。
２、追加使用料とは、超過時間１時
　　間ごとに加算する額をいいます。
３、興行若しくは営業用に使用する
　　場合は、使用料の２倍に相当す
　　る額を徴収します。

団
体
使
用
料

③基幹集落センター（大堀地区公民館）関係

集会室

研修室

調理実習室

娯楽室

使用区分
　及び方法等

基本使用料

昼間（円） 夜間（円）

追加使用料

昼間（円） 夜間（円）

2,490

860

860

980

3,240

1,080

1,080

1,290

480

160

330

330

650

210

430

430

１、基本使用料とは、使用時間４時
　　間までの額をいいます。
２、追加使用料とは、超過時間１時
　　間ごとに加算する額をいいます。
３、興行若しくは営業用に使用する
　　場合は、使用料の２倍に相当す
　　る額を徴収します。

団
体
使
用
料

④産業振興センター関係

第１研修室

第２研修室

和室研修室

相談室

使用区分
　及び方法等

基本使用料

昼間（円） 夜間（円）

追加使用料

昼間（円） 夜間（円）

2,490

860

860

860

3,240

1,080

1,080

1,080

480

160

150

150

650

210

210

210

１、基本使用料とは、使用時間４時
　　間までの額をいいます。
２、追加使用料とは、超過時間１時
　　間ごとに加算する額をいいます。
３、興行若しくは営業用に使用する
　　場合は、使用料の２倍に相当す
　　る額を徴収します。

団
体
使
用
料

１号棟から４号棟 育苗

枝物促成

株越冬

鉢物越冬

㎡

㎡

株

個

使用区分
及び使用方法

基　本　使　用　料

種　　別 単 位 使用料（円/１月）

720
720
40
40

・重油等の燃料使用料は、実費負

担とします。

⑦前森地域活性化施設利用料

施設利用料

バンガロー １基

区画サイト １区画

フリーサイト １張

多目的ホール

会議室

調理実習室

加工実習室

農遊館宿泊

シャワー

コテージ（定員４名まで）

キャビン（定員４名まで）

引き馬（場内）

体験レッスン

乗馬レッスン

乗馬教室コース

トレッキング（外乗）教室コース

オートキャンプ場

もがみ農遊館

乗馬場

農産物直売施設

備考　１　キャンプ場の利用時間は、午後１時から翌日の午前１１時までとします。
　　　２　コテージ・キャビンの利用時間は、午後３時から翌日の午前１０時までとします。
　　　３　乗馬場の利用時間は、午前１０時から午後４時までとします。

３歳以下無料

半日は４時間とする。

冬期間は暖房料が

加算されます。

布団シーツ付

３歳以下無料

追加料金１人につき

追加料金１人につき

１人

１泊

１泊

１泊

半日

半日

半日

半日

１泊

１人

１棟

１人

１棟

１人

１周

３０分

４０分

全５回

全５回

１ケ月

種　　　別施　設　名 単　位 備　　考利用料金（円）

200
3,600
3,600
2,000
4,110
1,030
1,540
1,540
2,060
310

18,510
4,110
12,340
2,570
510
3,090
5,140
20,570
20,570
10,280

消費税の改定等に伴い、４月１日から施設使用料が下記のとおり改正されます。



◆ １２ ◆ ◆ １３ ◆

⑧地域間交流施設（冒険学校）関係

一　般　宿　泊

中学生以下宿泊

講　義　室

和　　　室

１人１泊

１人１泊

半　日

半　日

使用区分及び方法等 単　位 備　　　考追加使用料（円）使用料（円）

2,800

2,160

3,240

1,940

－

－

810

490

１　講義室ならびに和室の使用
　　料は、使用時間４時間まで
　　の額をいいます。
２　追加使用料とは、超過時間
　　１時間ごとに加算する額を
　　いいます。

⑨赤倉温泉スキー場附帯施設使用料関係

お湯トピアスキー

カレッジ

スタートハウス

スキーゴールハウス

研修室

小会議室

更衣室

会議室

ミーティング室

半日

半日

半日

１日

１日

１日

施　設　名 利用区分 備　　　考利用料金（円）利用単位

1,030

510

310

1,030

1,030

1,030

１　１日は８時間とします。

２　興行若しくは営業用に利用

　　する場合は、２倍の額の利

　　用料金を徴収します。

３　利用料金には、消費税相当

　　額を含むものとします。

　消費税の改定等に伴い、各種手数料は４月１日から、水道・下水道・農業集落排水・浄化槽の

各使用料は６月１日から新料金へ改正されます。ご利用の皆様のご理解とご協力をお願いします。

≪平成２６年４月１日から適用の新手数料≫
○水道閉栓手数料   ２,７００円（税込金額です）

○その他手数料　　　　※水道分岐料など、その他の費用についてはお問い合わせください。

≪平成２６年６月１日から適用の新使用料≫
　下記の使用料については、冬期間のメーター検針できなかった期間の精算を踏まえ、消費税

の特例等により６月１日以降の適用となります。

○水道使用料（税込金額です）

１３ミリメートル

２０ミリメートル

２５ミリメートル

３０ミリメートル

４０ミリメートル

５０ミリメートル

メーター器の口径 基本水量 基本料金 超 過 料 金

　５㎥まで

１０㎥まで

１０㎥まで

１０㎥まで

１０㎥まで

１０㎥まで

基本水量を超えた部分について、

１㎥につき２３０円

　１,０３０円

　２,１８０円

　２,３９０円

　４,３３０円

　６,６００円

１２,０００円

○下水道使用料（税込金額です）

５㎥まで

基本汚水量 基本料金 超　過　料　金

　６５０円 基本汚水量を超えた部分について、
１㎥につき１５０円

○農業集落排水使用料（税込金額です）

一般家庭用

営　業　用

施設使用区分 基本料金 人　員　割　料　金

２,０６０円

２,５７０円

世帯員１人当たり ３１０円

従業員１人当たり １００円

○浄化槽使用料（税込金額です）

○お問い合わせは　最上町役場建設課　ＴＥＬ.４３－２１１１まで

上下水道に関する料金の改正について

　　　　　　５人槽

　６　～　　７人槽

　８　～　１０人槽

１１　～　１５人槽

１６　～　２０人槽

２１　～　２５人槽

２６　～　３０人槽

３１　～　４０人槽

４１　～　５０人槽

浄　化　槽　人　槽　区　分 使用料の金額（月額）

　４,１００円

　５,６２０円

　６,９１０円

　７,１３０円

　８,６４０円

１１,６６０円

１３,３９０円

１６,４２０円

２２,０３０円



　平成２６年度は、町政施行６０周年の記念すべき大きな節目の年です。「次代を担う子供や若

者たちが、この最上町をこよなく愛し、誇りを持ち続けることができること」を念頭に、誇りあ

る地域文化や環境、良好な地域社会の信頼関係などの内面的な豊かさや、精神的な充足感とそれ

を支える地域経済力の向上が豊かに調和した地域社会を目指すために、平成２６年度は次の７つ

の項目を重要政策課題とし、所期の目的や目標の実現・達成に向けて従来の手法に捉われること

なく、国・県等の縦軸と関係各課の横軸の連携を図りながら直面するまちづくりをすすめてまい

ります。

｢選択」と「集中｣｢選択」と「集中｣
確実な政策実行による元気なまちの推進

重点施策
地域を元気にする産業の振興

　農業総生産額５０億円の目標達成と国の農政の大転換期を控え、活力と魅力ある

農林業の振興に努めます。加えて、産業振興センターを拠点に、６次産業をはじめ、

農観商工連携による総合型産業の推進を強化します。

写真：最上町小体連陸上大会

◆ １４ ◆ ◆ １５ ◆

平成２６年度 町政運営の基本的な考え方

１

少子化と若者定住対策に向けた実効ある施策・事業の展開

　関係機関・団体等との連携を強め、取り組むべき最重要課題として位置付け、住

環境や後継者対策等の即時対応（住環境整備）と中長期を見据えた対応（教育力向

上）の両面から施策を展開します。

２

地域自治の振興による安全安心なまちづくりの推進

　道路や上下水道･住宅等のインフラ整備、豪雪･豪雨等の防災･減災対策、環境衛生

等の生活基盤の整備に向けた一体的な取り組みの展開と、「自助」「共助」「公助」によ

る地域コミュニティ力の向上推進と安全安心な暮らしに向けた基盤整備を図ります。

３

地域包括ケアの推進と健康づくり・地域福祉の充実

　医療や介護、年金等の社会制度が大きく変革するなか、地域包括ケア体制の更な

る充実をはじめとする“第２次ウエルネスタウン最上２１計画”を規範とする着実

な施策・事業の展開を図ります。

４

郷土を愛し、郷土を支える教育の充実と誇れる地域文化の向上

　まちづくりの主体の一つに次代を担う青少年を据え、郷土を愛し、郷土を支える

青少年の育成と、有形無形の地域資源を生涯学習活動から地域コミュニティ力の向

上へと誇れる文化の醸成に努めます。

５

地域資源の活用と環境エネルギーの持続的・発展的社会の構築

　環境と資源の持続両立は、後世への安全安心な社会を引き継ぐ大きな役割を持っ

ています。再生可能エネルギーは次世代に安全安心をつなぐ地域資源であり、その

活用を産業に結び付け、持続かつ発展的な取り組みを推進します。

６

健全な財政運営の維持に向けた取り組み強化

　税収等の収納率向上に向けた多面的な対策強化とともに、予算の歳入と歳出を連

結させた効率的な施策・事業の執行に努めます。

７



２６年度のまちの仕事

　戦略的園芸産地拡大支援事業補助金

　　園芸品目のワンランク上の産地づくりを行うため生産資材や管理機械の導入に補助支援し

　　ます。

　強い農業づくり交付金事業補助金（新規）

　　国の補助を受けて、肥育牛団地の造成の支援を行います。

　畜産生産規模拡大支援事業

　　県の補助を受けて、和牛繁殖牛を増頭するために畜舎等の新設の支援を行います。

　農業生産拡大事業

　　水田を受託し規模拡大を行う担い手農家の機械等の整備に対し支援を行います。

　山の幸振興対策事業

　　菌茸の生産拡大を図る施設整備に対し支援を行います。

　水田畑地化整備事業

　　水田を畑地化し野菜や花卉の生産性向上を図るために、暗渠排水工事を行います。

　青年就農給付金事業

　　国の支援により農業従事者の増加を図るために、新たに農業で自立しようとする青年農業

　　者を支援します。

　農業基盤整備促進事業

　　農業用水路の改修や農地の基盤整備を推進します。

　日本型直接支払制度（農地維持支払交付金）

　　農業の多面的機能の維持・発揮のための地域活動や営農活動に対して支援します。

　森林保全推進事業

　　適正な林齢で間伐を実施することにより、将来の森林価値の増大を図ります。

　魅力ある地域資源活用創造事業（新規）

　　地域の資源を活用しながら新たな商品の開発、６次産業の推進を図りながら企業間の連

　　携、人材育成を推進します。

５億２,８４２万円

地域を元気にする産業の
振興

重点施策１

１. 農業生産額５０億円を達成する各種農林施策の展開 ２９，０５５万円

第１章

◆ １６ ◆ ◆ １７ ◆

２６年度のまちの仕事

２. 農地の整備・集約による中核的担い手の育成 ９，９９４万円

　赤倉温泉スキー場運営事業

　　町民に還元できるスキー場として、魅力あるイベントを開催しながら地域の活性化を図り

　　ます。

　山形ＤＣ（ディスティネーションキャンペーン）（新規） ・もがみ観光博事業

　　「森が人をつなぐ」をキーワードに、全国に最上町をＰＲするため、最上地域の連携した

　　取り組みや最上町の特色を活かしたイベントを開催し、観光産業を推進します。

　仙台宮城ポストＤＣ事業

　　「伊達な旅」をテーマに宮城県「県北エリア」と連携し、広域観光ルートによる誘客拡大

　　を図ります。

　瀬見温泉共同浴場改築設計

　　瀬見公民館移転に伴う新たな共同浴場を新設し、魅力ある観光施設として地域の活性化を

　　図ります。

　森林景観整備事業

　　幹線道路沿いや眺望地などの森林整備を行い、景観の美化を図ります。

　雇用創出奨励金事業

　　農業や中小企業者が新たな雇用を生み出した場合、雇用奨励金を交付します。

　夢チャレンジ交付金事業

　　地域資源の効果的な活用による産業の振興、コミュニティビジネスに関する活動について

　　支援します。

４. 着地型観光の推進と環境整備の充実 ８，１５５万円

５. 地域･地場産業の振興と新たな取り組みへの支援 ３，５４１万円

３. ６次産業の推進による地域農産物の付加価値の拡大 ２，０９５万円



　若者定住環境モデルタウン整備事業（新規）

　　旧紅梅荘跡地を活用したモデルタウンを建設するため、上下水道等インフラ整備設計やエ

　　ネルギープランを作成します。

　ＵＪＩターン促進事業

　　定住促進空き家等利活用事業補助金、移住促進空き家利活用支援事業補助金

　　町内の空き家利活用のため、空き家を購入または賃貸借した場合、空き家の改修費を助成

　　します。

　単身者ハッピーサポート登録補助金

　　やまがた結婚サポートセンターの登録に際し、最上町民の婚活推進のため登録料の一部を

　　補助します。

　若者交流促進事業

　　最上広域での婚活事業や町内で婚活ネットワーク

　　づくりを行います。

２,８７４万円

少子化と若者定住対策に
向けた実効ある政策実行

重点施策２

１. 若者定住環境の整備と充実 １，９６３万円

２. 移住・定住支援センターの充実 ７９８万円

３. ハッピーサポート活動の推進 １１２万円

◆ １８ ◆ ◆ １９ ◆

　町道整備

　　町民の交通手段を確保し、快適な利用環境が得られるよう町道の整備を実施します。

　　（絹出橋補修、薬師原鵜杉線、笹森分校線、楯の内若宮線、上鵜杉中学校線、上鵜杉線、

　　法田中鵜杉線）

　流雪溝整備

　　克雪対策としての流雪溝を整備します。（法田下鵜杉線、沢原若宮地区導水整備）

　浄化槽整備

　　民間のノウハウや資金力を活用したＰＦＩ事業による市町村設置型合併浄化槽の整備を推

　　進します。

　除排雪事業

　　冬期間の安全な交通を確保するため、除雪作業と計画的な排雪作業を実施します。

　役場庁舎耐震補強改修工事

　　災害に備え役場庁舎の耐震化を図ります。

　消防団サポート事業

　　消防団活性化対策の一環として、消防団員及びその同居する家族が協賛店舗等で「サポー

　　トカード」を提示することで、その店独自のサービスを受けることができます。今後、協

　　賛店を募集します。

　全自動小型動力ポンプ車購入

　　集落に配備している小型ポンプ付積載車を計画的に更新する事業で、今年度は新田に全自

　　動小型動力ポンプ付積載車を配備します。

　地区公民館分館耐震診断事業＜指定避難所耐震化事業＞

　　地域の避難所となる公民館の耐震診断を実施し、安心安全な施設として整備します。

　緊急通報やすらぎ電話設置事業

　　単身の高齢者等に緊急通報用の電話を貸与します。

　１００万人交流シンボルエリア整備事業

　　ウエルネスプラザと中心市街地の連携によって100万人交流を実現するため、より強固な

　　健康交流シンボルゾーンの整備を行います。

１８億９,６４０万円

地域自治の振興による
安全安心なまちづくりの
推進

重点施策３

１. いのちと暮らしを守る安全安心な社会の構築 １８２，２８７万円



　地域防災リーダー育成事業（新規）

　　地域の防災力向上のため、防災に関する知識と各種訓練の手法を有する人材を育成します。

　自主防災組織資機材整備補助事業

　　各集落の自主防災組織の設立と育成のため、資機材等の整備を支援します。

　木造住宅耐震診断・改修補助事業（新規）

　　住宅の耐震性能の向上を目的とした耐震診断や改修工事費の助成を行います。

　非常用発電機購入事業

　　避難所に発電機を整備し、災害時における電源の確保を図ります。

　避難所災害用電話購入事業（新規）

　　災害時に避難所での安否確認を行うための通信設備を整備します。

　富沢小老朽化対策改修事業実施設計委託事業（新規）

　　屋内運動場改修に向けた実施設計を実施します。

　元気な集落づくり応援交付金事業

　　集落単位に自治組織の運営基盤づくりや地域力向上に向けた取り組みに対して、財政支援

　　を行います。

　地域間連携推進交付金事業

　　地域コミュニティ組織等に対して、集落間連携や地域課題解決のための補助金を交付しま

　　す。

　地域コミュニティ推進事業

　　公民館活動を行いながら、集落間の結びつきの強化と地域の担い手育成を図ります。

２. 集落自治機能の強化と防災･減災対策の推進 ７，３５３万円

◆ ２０ ◆ ◆ ２１ ◆

　妊婦乳幼児健診事業

　　すこやかに生み育てるための健診や相談を実施し、妊婦健診の費用の一部を助成します。

　予防接種事業

　　乳幼児学童予防接種事業

　　　疾病予防のための定期予防接種を実施します。

　　肺炎球菌予防接種事業

　　　７５歳以上の希望者に肺炎球菌予防接種費用の一部を助成します。（平成２６年９月まで）

　　インフルエンザ予防接種事業

　　　高齢者及び１歳から中学３年生までの方に予防接種の費用を助成します。

　健康診断事業

　　がん検診の充実として子宮頸がん・乳がん・大腸がんについて、重点年齢の方に無料クー

　　ポンを発行し受診率の向上を図ります。肝炎ウイルスについても同様に重点年齢の方に対

　　して費用の助成を行います。

　健康教育事業

　　各種健康講座で健康情報をお伝えしています。

　自殺予防対策事業

　　自殺予防のための対策として、相談窓口の周知や心の健康相談を随時開催しています。

　高齢者健康づくり事業

　　重点年齢の方に身体を動かす気持ち良さを体験してもらい、継続して運動習慣を身につけ

　　てもらうため、利用券を発行します。

　健康相談事業

　　健康で生活するために必要な相談を受け、支援しています。

　訪問指導事業

　　新生児から高齢者まで家庭に訪問して必要な支援を行います。

　食生活改善事業

　　健康の源は食生活にあり、最上町食生活改善推進協議会が中心となって、減塩教室等様々

　　な料理教室を開催しています。

４８億８３５万円

地域包括ケアの推進と
健康づくり・地域福祉の
充実

重点施策４

１. 第２次「ウエルネスタウン最上２１」策定に基づく健康づくりの実践３２４，７２６万円



　地域ケア会議

　　①地域支援ネットワークの構築　②高齢者の自立支援に資するケアマネジメント支援

　　③地域課題の把握　を行います。

　介護予防事業

　　地域において積極的に介護予防に向けた取り組みが図れるよう介護予防教室を開催します。

　認知症予防地域支援事業

　　在宅認知症高齢者の介護相談が増加しており、認知症の病気を理解し、接し方を学び地域

　　での見守り体制づくりを図ります。物忘れ相談、認知症サポーター養成講座等を実施しま

　　す。

　転倒予防事業

　　転倒・骨折の防止や運動器機能低下の予防、向上を図り、継続した運動習慣を身に付けら

　　れるよう転倒予防教室を開催します。

　家族介護者交流事業

　　在宅介護されている介護者を対象に介護の方法や介護の予防について、正しい知識を身に

　　付け介護体制をつくりやすくする交流事業を実施しています。

　総合相談事業

　　地域の高齢者が住み慣れた地域で安心して、その人らしい生活を継続していくことができ

　　るようにするため、どのような支援が必要か把握し、適正なサービスや関係機関や制度の

　　利用につなげる支援を行います。

　地域福祉推進事業補助金(サロン、ボランティア活動等)

　　地域福祉の充実や誰もが安心して暮らせる福祉の町づくりを進めるため、地域におけるた

　　すけあい・支え合いの仕組みづくりを構築し、社会福祉を推進します。

　臨時福祉給付金事業（新規）

　　平成２６年４月からの消費税率引き上げに伴い、低所得者への影響を鑑み、暫定的、臨時

　　的な措置として、給付金を支給します。

　子育て世帯臨時特例給付金事業（新規）

　　平成２６年４月からの消費税率引き上げに伴い、子育て世帯への影響を緩和するとともに、

　　子育て世帯の消費の下支えを図る観点から臨時的な措置として給付金を支給します。

　軽度生活支援事業

　　概ね６５歳以上のひとり暮らし高齢者

　　や高齢者夫婦の自立した生活を支援す

　　るために、軽易な日常生活の援助を行

　　います。

２. 地域福祉の推進による地域包括ケアの推進 １５６，１０８万円

◆ ２２ ◆ ◆ ２３ ◆

　青少年海外研修制度創設

　　次世代を担う青少年を海外に派遣し、国際的視野を養うことにより郷土の発展に貢献する

　　人材を育成します。

　こども議会

　　魅力ある最上町になるように、こども議会を通して、一人一人が真剣に考え、努力してい

　　きます。また、人と人との温かな心のつながりを大切にし、最上町の発展を応援していく

　　「こども宣言」を誓い、取り組んでいきます。

　特別支援教育支援事業

　　特別支援を必要とする児童生徒の校内生活や学習面のサポートを目的に、支援員を配置し

　　ます。

　適応指導員配置

　　児童生徒のスムーズな学校復帰のための学習面、生活面を支援します。

　大学連携による授業改善推進研究事業

　　大学と連携し、各小中学校校内研究の特性に応じた授業改善を推進します。

　特色ある学校づくり支援事業（新規）

　　社会変化に対応できる力を持った子どもを育成し、総合学習を推進するための研究支援を

　　行います。

　学力向上支援教育事業

　　児童・生徒の学力向上及び教員の指導力向上に向けて教育講演会及び調査研究を行います。

　学校支援地域本部事業

　　コーディネーターを配置し、地域のボランティアが学習支援、環境整備に関わることで、

　　地域全体の教育力を高めます。

　学校給食調理業務・運搬業務委託（新規）

　　地産地消を推進し、民間委託により地域を

　　担う人材の育成を展開します。

　食育推進事業

　　町内の子どもたちが正しい食の知識と習慣

　　を身に付けられるよう食育を推進します。

６億１,８５４万円

郷土を愛し郷土を支える教
育の充実と誇れる地域文化
の向上

重点施策５

１. 郷土を愛し､この町に住み続けようとする子どもの育成 ５８，５１４万円



　町制施行６０周年記念事業（新規）

　　町制施行６０周年を祝い、記念式典など下記事業を実施します。

　　〇特別事業

　　　町制施行６０周年記念式典、自然環境現況調査報告書の発行、青少年海外研修制度創設

　　〇冠を付して行う事業

　　　町民運動会、町内野球大会、健康福祉まつり、大産業まつり、消防大演習、消防操法大

　　　会、こども議会

　６０周年記念町民フォーラム

　　公民館単位や町全体の地域づくりについての成果発表やＮＰＯ、各種団体の事例紹介を行

　　い、今後の地域づくりのあり方を話し合います。

　外国語指導助手配置事業

　　国際社会に対応できる児童生徒等の育成・指導のため、外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置

　　して英語教育を行います。

　スキー強化事業

　　平成２８年度に最上町（アルペン）と真室川町（クロスカントリー）で開催される、「全国

　　中学校スキー大会」に向けて選手強化を行います。

　家庭教育学級開設

　　保育所や学校などを会場に、保護者を対象にして家庭教育の充実に向けた研修会を実施し

　　ます。

　読書活動推進事業

　　平成２６～平成３０年の５か年の最上町読書活動推進計画に従い、子どもの豊かな心と知

　　的好奇心を高めていきます。

　いきがい講座開設

　　成人層、高齢者のための趣味、教養講座、講演会を実施し、生涯学習の場を提供します。

　自然環境現況調査報告書作成委託事業（新規）

　　平成２２～平成２４年の３か年の調査報告書の作成を行います。

　封人の家管理運営事業

　　国の重要文化財であり観光資源でもある封人の家を管理運営します。

　封人の家屋根修繕事業

　　国の重要文化財であり観光資源でもある封人の家の屋根を修繕します。

　ふれあい文化創造事業

　　最上中ブラスバンドへの音楽指導と最上校木と音の会への指導を行います。

　文化伝承活動支援事業補助金

　　多様な文化にふれあう機会を増やし、文化を伝承していく活動を支援します。

２. あらゆる世代を通じた生涯学習の充実 １，４０２万円

◆ ２４ ◆ ◆ ２５ ◆

　エネルギー利用効率化推進事業補助

　　最上町内における再生可能エネルギー利用効率化設備の導入を促進するため、家庭や事業

　　所に対し経費の助成を行います。

　エネルギー町民研修事業

　　スマートコミュニティ構想の実現に向け、フォーラム等を開催し、町民全体で取り組みま

　　す。

　木質バイオマスエネルギー事業

　　森林資源の有効利用とウエルネスタウンのエネルギー供給体制を確立します。

　公的施設再生可能エネルギー整備事業

　　地域の防災拠点として公共施設に再生可能

　　エネルギー設備を導入し、災害に強い最上

　　町を目指します。

　防犯灯ＬＥＤ化推進事業（新規）

　　集落と集落の間の防犯灯をＬＥＤ化するた

　　めの経費の助成を行います。

１億３,７８８万円

地域資源の活用と環境とエネ
ルギーの持続的・発展的社会
の構築

重点施策６

１. スマートコミュニティ構想の具体的行動 ６，４７１万円

２. 再生可能エネルギーと地域資源の利用で産業と雇用の創出 ７，３１６万円

３. 誇りを持つ伝統文化の継承と文化財の保護 １，９３８万円



◆ ２６ ◆ ◆ ２７ ◆

健全なる行財政運営の
維持に向けた取り組み
の強化

重点施策７

１. 税収等の収納率向上に向けた対策強化及び行政評価システムの確立･運用

第２章 ２６年度のまちの予算２６年度のまちの予算

　　〇きめ細かな納税相談、納税指導の展開

　　〇施設マネージメント計画の策定

　　〇第６次行財政改革プランの策定

　　〇事務事業の評価体制の確立・運用

　　〇総合計画・前期基本計画の検証

町制施行

６０周年記念
　平成２６年度は最上町が誕生

し、６０年の記念すべき節目の

年。これを私たち人間に例える

ならば「還暦」のお祝いの年で

あり、新たなスタートを切る年

でもあります。

　この意義深い年を迎えるにふさ

わしく、これまで積み上げてきた

６０年間のまちづくりを土台とし

ながら、町民の皆さんが等しく

「元気なまち」そして「幸福人生」

が実感できるよう、積極果敢な

まちづくりを進めます。

・記念式典、特別表彰式、定例表彰式
　　　　　　　　　　　１１月３日
・元気なまちづくり町民フォーラム
　　　　　　　　　　１１月２３日
・自然環境現況調査報告書の発行
　　　　　　　　　　　１１月上旬
・青少年海外研修事業　８月上旬

・第６０回町民運動会　９月２３日
・第６０回町内野球大会　８月１４～１５日
・第３７回健康福祉まつり　１１月９日
・大産業まつり
　　　　秋：１１月３日　冬：２月１５日
・こども議会　　　　１１月２１日
・最上町消防団大演習　　５月３日
・最上町消防操法大会　　７月６日

町制施行６０周年記念事業についてのお問い合わせは、
最上町役場総務課まで　☎０２３３－４３－２１１１

〈特別事業〉

● 主な事業と日程 ●



◆ ２８ ◆ ◆ ２９ ◆



◆ ３０ ◆ ◆ ３１ ◆



◆ ３２ ◆ ◆ ３３ ◆

《監査委員》

氏　　　名 備　　　考 氏　　　名

飛　鳥　伸　一

佐　藤　義　男

代表監査委員

《農業委員》

職　　名

会　　長

職務代理

委　　員

氏　　　名 選任別

選　挙

選　挙

選　挙

職　　名

委　　員

職　　名

委　　員

選　挙

共済組合

選任別

選　挙

選　挙

選　挙

選　挙

議　会

後 藤 一 男

二 戸 　 正

渡 邊 紀 栄

大 場 　 隆

渡 部 義 信

氏　　　名

二 戸 新 助

髙 橋 光 廣

二 戸 孝 一

今 田 源 光

渡 部 浩 栄

選任別

農　協

土地改良区

選　挙

選　挙

氏　　　名

庄司千賀夫

菅 　 甚 助

小 林 吉 雄

笠 原 一 郎

議会選出監査委員

《最上広域市町村圏事務組合議会議員》

組合議会職名

議　　　員

議　　　員

菅　　　俊　郎

橋　本　　　正

菅　　　俊　郎

佐　澤　　　浩

伊　藤　一　雄

菅　　　柾　悦

菅　　　　　博

佐　藤　義　男

石　原　英　一

橋　本　　　正

渡　邉　英　俊

大　沼　正　視

二　戸　　　守

小　林　　　守

議　長

副議長

議　員

議　員

議　員

議　員

議　員

議　員

議　員

議　員

議　員

議　員

職  名 氏　　名 所 属 委 員 会 な ど

　総務文教常任委員会　　最上広域市町村圏事務組合議会議員

　産業厚生常任委員会　　議会運営委員会　　議会広報編集委員会

　総務文教常任委員会　　議会運営委員会

　産業厚生常任委員会

　総務文教常任委員会

　産業厚生常任委員会　　最上町監査委員

◎産業厚生常任委員会　　議会運営委員会

◎総務文教常任委員会　　最上広域市町村圏事務組合議会議員

○議会運営委員会　　　　議会広報編集委員会

　産業厚生常任委員会　　議会広報編集委員会　　◎議会運営委員会

　総務文教常任委員会　　議会広報編集委員会

○総務文教常任委員会　◎議会広報編集委員会

○産業厚生常任委員会　○議会広報編集委員会

注）◎は委員長、○は副委員長

役 職 名

委　　員

役 職 名

委　　員

役 職 名

委　　員

氏　　　　　名

後　藤　一　男

下　山　洋　子

下　山　　　茂

岸　　　一　志

柴　崎　祐　廣

氏　　　　　名

佐　藤　　　隆

佐　藤　博　子

齊　藤　菊　雄

田　中　育　子

奥　山　茂　智

氏　　　　　名

橋　本　広　幸

奥　山　裕　子

後　藤　修　二

山　田　博　正

笹　　　　　勝

《振興審議会委員》

１. 最上町議会議員・主な町の役職員名簿

第３章 各種名簿各種名簿

《選挙管理委員会委員》

役 職 名 氏　　　名

青 　 木 　 　 　 公

木 　 田 　 惠 　 子

星 　 川 　 　 　 薫

大 　 沼 　 光 　 明

委 員 長

委 　 員

委 　 員

委 　 員

《人権擁護委員》

髙 　 橋 　 憲 　 邦

佐 　 藤 　 静 　 子

二 　 戸 　 信 　 子

菅 　 　 　 清 一 郎

石 　 山 　 不 仁 男

《固定資産評価審査委員》

菅 　 　 　 利 　 勝

藤 　 畑 　 敬 　 美

木 　 田 　 隆 　 春

《同補充員》

下 　 山 　 武 　 良

阿 　 部 　 善 　 助

山 　 田 　 桐 　 雄

山 　 口 　 恵 　 一



◆ ３４ ◆ ◆ ３５ ◆

《民生児童委員》

担当地区

堺田･松根

笹　　森

赤倉2.3区

赤倉1.3区

一　　刎

明神･万騎の原

新田１区

新田２区

下 小 路

立 小 路

氏　　　名

有路　陽子

佐藤かよ子

阿部　啓子

大場　冬子

高田タマ子

山口　正宏

森　　生子

野口　信子

大場　恭司

笠原　勝義

担当地区

本　　城

十 日 町

向町1.7区

向町2.3区

向町3.4区

向町5.8区

向町６区

黒　　沢

前　　森

満沢１区

氏　　　名

二戸　正美

沓澤　周悦

二戸　　拓

加藤　晴子

吉田ノブ子

佐藤二三江

海和　和子

藤原久美雄

海和　義雄

大場　啓一

担当地区

満沢２区

豊田･沢原

月楯1.2区

萱　　場

東 法 田

若　　宮

下 白 川

野　　頭

法 田 中

法 田 下

氏　　　名

岸　　一志

佐藤　　環

八鍬　雅俊

阿部　静子

菅　　正利

中嶌　則子

中島　一正

菊川　昌彦

中鉢まき子

菅　ツヤ子

担当地区

志茂･清水町

白 川 端

大　　堀

横　　川

上 鵜 杉

鵜　　杉

瀬見２区

瀬見１区

主任児童委員

主任児童委員

氏　　　名

高山マサ子

山田富士夫

二戸　正子

髙橋　頼寧

高橋　繁子

柴田　文男

東海林　豊

奥山　厚子

下山　一枝

佐藤　静子

《環境保全員》

担 当 地 区

堺田･松根･笹森

赤　倉・一　刎

新田･明神･万騎の原

立小路・下小路

十日町・本　城

向　町・豊　田

黒　沢

氏　　名

柴崎金之助

星川　末作

井上　敏次

小林　三芳

大場　好昭

小林　　昇

藤原久美雄

担 当 地 区

赤　沢・末　沢

前　森　開　拓

満　沢

月　楯・萱　場

東法田

若　宮・沢　原

下白川

氏　　名

黒坂　　孝

森谷金次郎

佐藤　治郎

竹沢　広行

菅　　　強

伊藤　栄治

小林德治郎

担 当 地 区

野　頭

法田中・法田下

白川端・清水町

大　堀

横　川・志　茂

上鵜杉・鵜　杉

瀬　見

氏　　名

青柳　勝良

伊藤喜久光

山口　英次

堀　　勝義

伊藤　　哲

大場　誠一

板垣　善悦

《身体障害者相談員》

二 階 堂 　 　 　 満

《知的障害者相談員》

笠 　 原 　 キ ミ 子

《スポーツ推進委員》

齊　藤　友　理

赤　松　正　明

菅　　　雄　輔

髙　橋　美　一

小　野　真　司

佐　藤　正　市

佐　藤　義　行

菊　池　日出男

奥　山　光　博

下　山　純　子

曽根田　　　円

《教育委員》

《文化財保護審議会委員》

《地区公民館長》

富 沢 地 区 公 民 館

館　長 髙　橋　　　久 館　長 菊　池　和　子 館　長 菅　　　清一郎

向 町 地 区 公 民 館 大 堀 地 区 公 民 館

《教育相談員》

笠 　 原 　 さ よ 子

細 　 矢 　 ヒ ロ エ

尾 　 形 　 由 美 子

《適応教室相談員》

中 　 嶋 　 よ り 子

《社会教育委員兼公民館運営審議会委員》

阿　部　敏　彦

奥　山　孝　雄

橋　本　　　正

八　鍬　啓　一

佐　藤　静　子

佐々木　美恵子

菅　　　　　孝

沓　澤　百合子

三　部　義　道

渡　辺　　　禮

《青少年育成推進委員》

橋　本　　　正

佐　藤　昭　一

菅　　　秀　一

早　坂　　　貢

菊　川　昌　典

遊　佐　忠　孝

渡　部　勝　義

石　山　和　也

八　鍬　啓　一

明　石　二三江

役 職 名 氏　　　　　名 役 職 名 氏　　　　　名 役 職 名

委 　 員

氏　　　　　名

下　山　洋　子門　間　今朝徳

明　石　二三江

委員長職務代理

教 育 長

委 員 長 大　石　紳一郎

笠　原　　　栄委 　 員

奥　山　東　順 北　村　昭　夫 伊　藤　和　美 森　　　康　夫 鈴　木　利　彦



◆ ３６ ◆ ◆ ３７ ◆

《区長・公民館長・衛生連絡員・集落担当連絡員名簿》

遊　佐　幸　一

藤　井　　　忠

青　木　文二門

野　口　勝　弥

笹　　　　　勝

髙　橋　　　久

髙　田　勝　一

永　塚　勝　明

野　口　清　彦

石　山　不仁男

岸　　　善　六

奥　山　四　郎

小　野　良　一

荒　木　克　晋

細　矢　昭　男

工　藤　勝　秀

高　橋　憲　悦

菊　池　義　明

真　柄　利　秋

五十嵐　　　忍

橋　本　征　男

柴　崎　憲　一

石　山　利　隆

山　口　　　宏

遊　佐　廣　一

栗　林　幸　一

後　藤　英　昭

松　井　政　義

菅　　　文　利

浅　井　　　真

大　沼　春　忠

海　藤　武　敏
大　沼　光　明

菅　　　春　一

柴　崎　昌　幸

菅　　　達　雄

伊　藤　康　治

中　嶌　　　宥

齊　藤　菊　雄

結　城　松　雄

佐　藤　正　市

阿　部　保　二

渡　部　時　夫

二　戸　　　満

後　藤　晴　義

二　戸　　　啓

高　橋　佐　善

大　場　喜　一

森　下　　　強

板　垣　善　悦

八　鍬　啓　一

有　路　幸　次

髙　橋　英　和

髙　橋　利　春

髙　橋　　　久

安　達　高　明

菅　　　ユキ子

大　場　豊　成

石　山　　　馨

大　場　誠　治

石　山　重　雄

小　林　賢　一
　　

原　田　　　肇

髙　橋　憲　邦

佐　藤　俊　夫

青　木　正　義

大　場　春　雄

有　路　鉄　夫

後　藤　栄　二

柴　田　栄　吉

菅　　　勝　義

福　井　信　彦

結　城　修　悦

竹　澤　広　行

八　鍬　雅　俊

福　井　利　春

保　科　誠　一

柴　崎　幸　正

下　山　繁　雄
　

井　上　栄　一

菅　　　　　茂

沓　沢　一　幸

齊　藤　辰　夫

寺　崎　靖　利

川　崎　好　春

菅　　　清一郎

小　野　富　雄

伊　藤　幸　一

早　坂　康　男

斉　藤　義　人

齊　藤　貴　義

有　路　聖　子

藤　井　けさよ

石　山　千　春

大　場　美紀子

押　切　真理子

田　中　育　子

安　達　あさ子

笠　原　隆　江

野　口　由美子

齋　藤　栄　子

吉　田　タケコ

髙　橋　たけよ

笠　原　満里子

山　野　アキ子

結　城　みつ子

齋　藤　淳　子

清　藤　啓　子

吉　田　美紀子

中　嶋　紀念子

小　林　　　曻

五十嵐　光　子

二階堂　靖　子

鈴　木　智　子

柴　崎　貴　壮

今　井　トキ子

大　場　美佐子

太　田　栄　子

宮　嶋　良　子

岸　　　邦　好

菅　　　秋　子

片　倉　千　代

有　路　亀代永

大　山　喜久子

福　井　利　春

柴　﨑　昭　美

菅　　　光　子

菅　　　千代子

中　島　きみ子

伊　藤　恵　子

引　地　宮　子

後　藤　陽　子

阿　部　良　子

菅　　　都志子

荒　木　さよ子

奥　山　ふみ子

浅野目　美知子

堀　　　さく子

菅　　　かな子

大　場　明　美

伊　藤　ヨソ子

森　　　八千代

片　岡　裕　美

　伊　藤　　　勝

　今　井　正　明

　山　上　裕　子

　髙　橋　国　広

　石　山　竹　美

　菅　　　正　人

　堀　　　敦　夫

　吉　田　昌　弘

　金　田　敏　幸

　高　橋　喜代美

　荒　木　広　康

　沓　澤　周美子

　須　貝　　　満

　北　條　清　悦

　伊　藤　和　久

　吉　田　　　徹

　矢　口　正　樹

　加　藤　伸　司

　今　田　裕　史

　黒　坂　啓　蔵

　野　口　忠　幸

　大　場　　　晃

　板　垣　由紀子

　有　路　孝　志

　渋　井　和　之

　阿　達　大　和

　岸　　　恵　美

　阿　部　信　幸

　金　田　信　吾

　高　橋　明　彦

　髙　橋　一　起

　菅　嶋　常　也

　中　嶋　寿　幸

　井　上　志　乃

　後　藤　卓　哉

　佐　藤　徳　法

　阿　部　　　剛

　寺　崎　靖　利

　奥　山　　　浩

　齋　藤　博　幸

　鈴　木　隆　雄

　高　橋　浩　康

　菅　　　秀　孝

　渡　辺　尚　見

　伊　藤　　　茂

　矢　島　悦　子

　遠　藤　真　一

◇鈴　木　天　民

　野　口　勝　世

☆須　藤　　　勇

☆須　藤　　　勇

　大　場　鴻　代

　川　田　愛　美

　高　橋　　　亘

　笠　原　信　吾

　二　戸　広　行

　伊　勢　隼　人

　田　中　清　治

◇岸　　　優　太

　菅　　　　　淳

　石　山　和喜子

　岸　　　英里香

　阿　部　正　春

　野　口　あゆみ

　大　場　賢　一

　菊　池　良　兼

　田　中　宏　明

　海　和　美　春

◇宮　本　　　浩

　大　沼　祐　介

　奈　良　寿　仁

　岸　　　輝　彦

　渡　邊　成　美

　大　沼　翔　平

　福　井　信　介

　遠　藤　智　也

　菅　　　真由美

　中　嶋　　　謙

　井　上　智　美

　菅　　　真奈美

　阿　部　多美子

　菅　　　智　子

　菅　　　キエ子

　奥　山　　　剛

　林　　　真寿美

　高　橋　憲　輔

　五十嵐　浩　一

☆尾　形　勝　雄

　菅　　　智　行

　奥　山　明　洋

☆須　藤　　　勇

○押　切　謙　二

☆須　藤　　　勇

　大　場　正　男

◇鈴　木　天　民

◇鈴　木　天　民

☆須　藤　　　勇

　岸　　　奈　美

☆須　藤　　　勇

　佐　藤　千　秋

　結　城　　　健

　齋　藤　淳　子

　菊　池　　　仁

◇宮　本　　　浩

　真　柄　文　子

　鎌　田　祥　子

　結　城　智　博

　後　藤　精　一

◇岸　　　優　太

　後　藤　光　一

　柴　崎　貴　寿

　阿　部　千句美

　浅　黄　紗知子

△菅　　　あかり

◇岸　　　優　太

◇宮　本　　　浩

☆岸　　　優　太

　阿　部　　　亘

　大　沼　祐　介

　高　橋　真由美

　五十嵐　浩　一

　菅　　　倫　子

　渋　井　和　之

☆尾　形　勝　雄

☆尾　形　勝　雄

　阿　部　愛　彩

　阿　部　繁　寿

　寺　崎　昭　子

◇玉　浦　翔　平

☆尾　形　勝　雄

　赤　川　一　彦

　伊　藤　　　睦

○阿　部　竜　也

◇玉　浦　翔　平

　板　垣　新　一

区　　　長

堺　　田

松　　根

笹　　森

赤　倉　１

赤　倉　２

赤　倉　３

一　　刎

万騎の原

明　　神

新　田　１

新　田　２

下　小　路

立　小　路

本　城　２

本　城　１

十　日　町

向　町　１

向　町　２

向　町　３

向　町　４

向　町　５

向　町　６

向　町　７

向　町　８

黒　　沢

前　森　３

前　森　２

前　森　１

満　沢　２

満　沢　１

萱　　場

月　楯　１

月　楯　２

豊　　田

沢　　原

東法田１

東法田２

若　　宮

下　白　川

野　　頭

法　田　中

法　田　下

志　　茂

清　水　町

白　川　端

大　　堀

横　　川

上　鵜　杉

鵜　　杉

瀬　見　２

瀬　見　１

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

50

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35-1

35-2

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

行政区名

５１行政区 ４０分館 ５２名

分 館 名
行政区
番号

公 民 館 長 衛生連絡員
集落担当連絡員（協働隊連絡）

班　　長 班　　　員
No

堺　　田

松　　根

笹　　森

赤　　倉

一　　刎

万騎の原

明　　神

新　　田

下　小　路

立　小　路

本　　城

十　日　町

向　　町

向町交流

向　町　町　内　会

黒　　沢

前　　森

赤　　沢

源　佐　原

上　満　沢

中　満　沢

下　満　沢

細　の　原

萱　　場

月　　楯

豊　　田

沢　　原

東　法　田

若　　宮

下　白　川

野　　頭

法　田　中

法　田　下

志　　茂

清　水　町

白　川　端

大　　堀

横　　川

上　鵜　杉

鵜　　杉

瀬　　見

☆：集落支援員　　　　◇：地域おこし協力隊
○：社会福祉協議会　　△：社会教育指導員

（１）人口と世帯数の推移

（２）外国人数

（３）高齢化率 ３２.１％　（平成２６年４月１日現在／健康福祉課調べ）

区　　　　分
町　の　人　口（人）

（１）総農家戸数

平成２２年 摘　　　　要区　　　分

世　帯　数

総　数 男 女 （世帯）

(資料：国勢調査)

(町民税務課調べ)

(単位：戸)

(資料：２０１０農林業センサス)

(資料：２０１０農林業センサス)

２０１３. １２月末現在 (人)

平成　２年（１９９０年）

平成　７年（１９９５年）

平成１２年（２０００年）

平成１７年（２００５年）

平成２２年（２０１０年）

男

女

計

販　売　農　家　数

自 給 的 農 家 数

総 　 農 　 家 　 数

（２）経営耕地面積規模別経営体数 (単位：経営体・ha)

計

900

0.3ha未満

1

0.3～0.5

53

0.5～1.0

142

1.0～1.5

156

1.5～2.0

126

2.0～3.0

207

3.0～5.0

153

5.0～10.0

47

10.0～20.0

7

20以上

1

8 9 1

1 4 7

1 , 0 3 8

総　数

1 2 , 5 4 1

1 2 , 1 7 4

1 1 , 4 8 3

1 0 , 7 6 1

9 , 8 4 7

3

6 2

6 5

韓国･朝鮮

2

3 1

3 3

中　国

0

2 7

2 7

フィリピン

ー

2

2

アメリカ

ー

ー

ー

ブラジル

ー

2

2

オーストラリア

1

ー

1

6 , 0 6 7

5 , 9 0 7

5 , 5 5 6

5 , 1 7 0

4 , 7 5 6

6 , 4 7 4

6 , 2 6 7

5 , 9 2 7

5 , 5 9 1

5 , 0 9 1

2 , 9 4 6

2 , 9 1 3

2 , 8 6 5

2 , 8 2 2

2 , 7 6 4

１.  人　口

第４章 統計資料統計資料

２.  農業関係統計



◆ ３８ ◆ ◆ ３９ ◆

(単位：ａ)

(延べ人数：人)

(資料：２０１０農林業センサス)

（３）販売目的で作付（栽培）した作物の類別作付（栽培）面積

作付

（栽培）

面積

158,467

稲 麦類 雑穀 いも類

類　　別　　作　　付 （栽培） 面　　積

野菜類豆類
工　芸

農作物

花卉類

・花木

その他

の作物

（１）観光地入込み状況（年度別）

(交流促進課調べ)

赤 倉 温 泉

瀬 見 温 泉

大 堀 温 泉

赤倉温泉スキー場

封 人 の 家

最上三十三観音

前 森 高 原

山 岳 登 山

小国川釣り客

川の駅やな茶屋もがみ

ウエルネスプラザ

西公園･ふれあいの里

 合 　 計

120,367 ー  17,187 102 1,178 422 7,111 1,183 ー  

(資料：２０１０農林業センサス)

（４）家畜を販売目的で飼育している経営体数と飼養頭数

飼養頭数

肉　　　用　　　牛 豚乳　用　牛

肥育中の牛飼養経営

体　　数
飼養頭数

飼養経営体数 飼養頭数 飼養経営体数 飼養頭数

売る予定の牛飼養経営

体　　数
飼養頭数

飼養経営

体　　数

ー   ー   4 4 53 83 , 1 8 41 33 , 8 5 75 11 3 59

区　 分

62,557

79,202

30,708

23,585

5,911

1,807

95,212

16,650

1,854

394,000

25,455

34,857

771,798

H22年

(資料：２０１０農林業センサス)

(単位：人)

計

1,057

15～19

10

20～24

5

25～29

16

35～39

18

30～34

15

40～44

15

45～49

27

50～54

74

55～59

142

60～64

135

65歳以上

600

（５）販売農家年齢別の農業就業人口（自営農業を主として従事した世帯員数）

３.  観　光

96,500

131,800

40,500

37,600

9,100

4,500

64,350

17,000

5,050

15,000

29,176

44,425

495,001

H15年

92,800

117,000

39,000

28,700

8,900

4,600

56,227

12,600

1,277

194,900

29,975

38,416

624,395

H16年

81,700

108,300

39,400

32,300

9,100

3,700

58,684

12,000

803

188,500

36,935

35,068

606,490

H17年

78,500

94,165

36,235

27,200

7,900

3,700

51,771

10,950

1,389

276,200

44,774

39,784

672,568

H18年

87,346

91,539

31,089

30,700

7,003

3,189

58,006

11,500

1,999

317,840

47,044

32,271

730,230

H19年

79,206

98,659

29,370

27,950

6,546

28,399

79,757

15,250

1,734

461,500

27,283

37,175

892,829

H20年

77,672

94,329

29,172

28,190

6,592

2,541

129,739

17,500

1,756

433,000

26,784

38,729

886,004

H21年

 （幼児教育課調べ）

（１）保育所・幼稚園の概要

区　分 未 満 児 年 少 児 年 中 児 年 長 児

男施設名

(平成２６年４月１日)

あたごこども園

大 堀 保 育 所

富 沢 保 育 所

み つ わ 幼 稚 園

あかくら幼稚園

施 　 設 　 計

5

4

1

2

0

1 2

女

6

4

0

1

0

1 1

男

1 1

1 2

0

0

0

2 3

女

1 2

8

4

1

0

2 5

男

2 0

1 4

5

1

2

4 2

女

1 3

7

5

3

1

2 9

男

1 4

9

2

0

0

2 5

1 3

5

1

2

2

2 3

女
総 数定 員

1 2 0

1 2 0

6 0

2 0

4 0

3 6 0

9 4

6 3

1 8

1 0

5

1 9 0

（２）小中学校の概要

区　分 学　　級　　数

普　通 特　支 総　数男 女

児　童　・　生　徒　数（人）

学校名

(平成２６年４月１日)

（教育文化課調べ）

大 堀 小 学 校

月 楯 小 学 校

向 町 小 学 校

東 法 田 小 学 校

富 沢 小 学 校

赤 倉 小 学 校

小 学 校 計

最 上 中 学 校

1 4 8

2 6

1 7 8

1 9

5 8

3 2

4 6 1

2 3 2

6 3

1 2

8 9

1 0

3 1

1 6

2 2 1

1 1 5

8 5

1 4

8 9

9

2 7

1 6

2 4 0

1 1 7

2

0

2

0

1

0

5

2

6

3

6

3

5

4

2 7

9

４.  教　育

57,623

72,189

28,127

21,835

4,623

1,666

92,295

11,500

1,394

377,000

49,443

31,975

749,670

H23年

60,222

80,961

29,232

21,230

5,248

1,526

110,757

5,900

2,247

385,200

41,934

34,163

778,595

H24年
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町　　長

副  町  長

農  林  課建  設  課町民税務課

危機管理室 まちづくり
推進室
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室
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・
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門

看  護  科

副  院  長

院　　長

最上病院

療

　
養

　
病

　
棟

監
査
委
員
事
務
局

書  

記  

長

書

　
　記

議
会
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務
局
長

庶  

務  

係
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会

書  

記  
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書

　
　記
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業
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会
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　長

庶  

務  

係

事  務  局医  療  科
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係
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政

　
　
係

行 

革 

推 

進 

係

総  務  課

平成２６年度   最上町行政組織図

会計管理者

教育委員会

教  育  長 教育委員

幼児教育課教育文化課会  計  課交流促進課健康福祉課

産業振興
センター

福

　
　
祉

　
　
係

保

　
　
険

　
　
係

保 

健 

指 

導 

係
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域
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括
支
援
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タ
ー

交 

流 
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光 

係

産 

業 
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係

会

　
　
計

　
　
係
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校 

教 

育 

係
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会 
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係
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園
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幼  
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園
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つ   

わ   

幼   

稚   

園

富

　
沢

　
保

　
育

　
所

大

　
堀

　
保

　
育

　
所

役場の各係連絡先一覧 ＴＥＬ０２３３－４３－２１１１（代表）　ＦＡＸ０２３３－４３－２３４５
総合案内メールアドレス：machizukuri＠mogami.tv

交流促進課　℡ 43-2262
○交流観光係
○産業振興センター
教育文化課　℡ 43-2053 / 43-2013
○学校教育係
○社会教育係
○文化スポーツ係
○給食センター
幼児教育課　℡ 43-2247　FAX 43-4803
○幼児教育係
○すこやかプラザひまわり図書室

健康福祉課　℡ 43-3117　FAX 43-3115
○福祉係
○保健指導係
○保険係
○地域包括支援センター
会計課
○会計係
最上病院　℡ 43-2112　FAX 43-2391
○庶務係

総務課　℡ 43-2111
○庶務係・財政係・行革推進係
○選挙管理委員会
○危機管理室
　危機管理係・消防防災係
○まちづくり推進室
　定住環境係  情報企画係
町民税務課　℡ 43-2012 / 43-2014
○住民係・生活安全係
○賦課係
○収納係
○地籍係
建設課　℡ 43-2015 / 43-2934
○庶務係
○都市環境整備係・工務係
議会事務局　℡ 43-2362
○庶務係
農林課　℡ 43-2016
○農林係
○農政係
農業委員会事務局　℡ 43-2017
○庶務係

　　　　soumu@mogami.tv
senkan.mogami@mogami.tv

kikikanri@mogami.tv

machizukuri@mogami.tv

tyoumin@mogami.tv
zeimu@mogami.tv
syunou@mogami.tv
tiseki@mogami.tv

kensetsu1@mogami.tv
kensetsu2@mogami.tv

gikai@mogami.tv

nourin@mogami.tv
mogami-nousei@mogami.tv

nougyou@mogami.tv

koryu@mogami.tv
sangyou@mogami.tv

kyoiku@mogami.tv
kouminkan@mogami.tv

sports@mogami.tv
kyuusen@mogami.tv

youjikyoiku@mogami.tv

himawari@mogami.tv

kenkou2@mogami.tv
shidou@mogami.tv
hoken@mogami.tv
kenkou@mogami.tv

kaikei@mogami.tv

hospital@mogami.tv
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最上町役場の機構・施設と事務案内 平成２６年４月１日　　（　）は内線番号

TEL４３－２１１１（代）　FAX４３－２３４５

町  長　  髙 橋 重 美（101） 副町長　田 中 　 実（102） 教育長　  笠 原 　 栄（140）

課長及び課長補佐等 主査、係長等 係　員 事　務　内　容

総務課長兼危機管理監

　伊藤　勝 (250)

（選挙管理委員会書記長）

課長補佐

　高橋浩康 (258)

課長補佐（環境省長期研修）

　板垣誠弘

危機管理室長

　堀　敦夫 (280)

政策調整主幹

兼まちづくり推進室長

　髙橋明彦 (261)

（直通℡４３－２２６１）

庶務係長

　野尻咲子 (256)

情報企画主査兼係長

　奥山　浩 (263)

二戸香織 (251)

二戸頼朝 (253)

福井信介 (257)

後藤卓哉 (261)

小野泰宏 (260)

財政係長

　沓澤　聡 (259)

柴崎貴寿 (259)

渡邊成美 (254)

行革推進係長

　菅　正人 (255)

危機管理係長

　堀　敦夫（兼務）

消防防災係長

　五十嵐浩一 (281)

定住環境係長

　吉田　徹 (264)

阿達大和 (255)

八鍬春樹 (254)

渋井浩一 (254)

大沼祐介 (281)

髙橋　亘 (262)

奥山明洋 (262)

保科直美 (261)

鈴木天民 (264)

会計管理者兼会計課長

　加藤伸司 (150)

会計課長補佐

　寺崎靖利 (151)

会計係長

　寺崎靖利（兼務）

林真寿美 (151)

石山教子 (151)

町民税務課長

　鈴木隆雄 (110)

課長補佐

　須貝　満 (130)

住民主査

　髙橋喜代美 (112)

住民係長

　阿部繁寿 (114)

（直通℡４３－２０１２）

生活安全主査

　後藤光一 (117)

生活安全係長

　阿部正春 (115)

賦課係長

　大場正男 (133)

収納主査兼係長

　阿部信幸 (132)

（直通℡４３－２０１４）

地籍主査兼係長

　菊池　仁 (120・121)

沓澤周美子 (112)

片倉千代 (113)

栗林浩子 (116)

岸　恵美 (133)

中嶋　謙 (133)

門間　研 (134)

吉田榛華 (134)

井上志乃 (131)

笠原信吾 (131)

佐藤里美 (132)

建設課長

　野口忠幸 (240)

課長補佐

　中嶋寿幸 (240)

（公共下水道向町浄化セ

ンター長）

庶務主査兼係長

　赤川一彦 (243)

金田信吾 (244)

鎌田祥子 (243)

渡邊めぐみ (243)

都市環境整備主査

　板垣新一 (241)

都市環境整備係長

　菅　　淳 (241)

（直通℡４３－２０１５）

工務主査兼係長

　後藤精一 (245)

（直通℡４３－２９３４)

伊勢隼人 (242)

尾形健寿 (242)

結城幸悦 (242)

岸　勝志 (245)

矢口正樹 (246)

議会事務局長

　伊藤　茂 (310)

（監査委員事務局書記長）

庶務係長

　野口勝世（311)

（直通℡４３－２３６２）

行政組織、条例、規則、規定、議案、職員人事、給与、職員福利・

厚生、文書管理、陳情請願、選挙管理委員会事務局

予算、町債、地方交付税、財政計画

行財政改革プラン、公共施設マネジメント計画、町有財産管理運用、

公用車管理運行、町営バス、入札、契約、検査、町有大堀源泉、町

有瀬見源泉、瀬見温泉会計、エコオフィスプランの推進

危機管理、地域防災計画、災害対策本部、国民保護

消防団、山岳遭難、自主防災組織、防災訓練

定住促進、空き家調査及び活用、再生可能エネルギー、環境基本計

画、ふるさと納税、出生祝い金

総合計画、振興審議会、重要事業、自治協働のまちづくり、地域コミュニ

ティ、過疎・辺地・国土利用計画、広域連携、広報広聴、広報もがみ、ホー

ムページ、地域情報化、情報行政無線、電子自治体、電算機の維持管理

出納、有価証券の保管、決算の調製

受付、相談、在留管理制度、戸籍、住民登録、印鑑証明、税証明、

人権擁護、自衛官募集、国民年金、年金相談、町営バス定期券発行、

古川駅駐車場使用許可証発行、国保保険証の発行

防犯（地域安全対策）、交通安全対策・指導、消費者行政、環境衛

生及び保全、墓地、斎場、公害、水質保全、し尿管理、ごみ処理、

狂犬病予防、美化推進

町税（住民税・固定資産税・軽自動車税・国保税）等の賦課、固定

資産（土地・家屋・償却資産）の調査・評価、土地台帳・家屋台帳

の管理、地図の管理、軽自動車の標識公布

町税（住民税・固定資産税・軽自動車税・国保税）等の徴収・納税、

納税相談、納税組合

地籍調査

住宅・水道・下水道・農業集落排水・浄化槽の使用料、下水道の負

担金、町営住宅の入居退去、水道の受付（開栓・閉栓）

道路・河川・橋梁の管理、都市計画、建築確認申請、町営住宅の管

理、法定外公共物の管理、除雪事業、水道・下水道・農業集落排水

の管理

道路・河川・橋梁の建設、災害復旧、都市計画街路・公園の建設、

町営住宅の建設、水道・下水道の整備、用地取得・補償、浄化槽設

置及び管理

議会事務局兼監査委員事務局

課長及び課長補佐等 主査、係長等 係　員 事　務　内　容

交流促進課長兼

産業振興センター長

　渡辺尚見 (210)

新産業戦略主幹兼

産業振興センター事務局長

　金田綾子（℡43-2340）

課長補佐

　菅嶋常也 (213)

交流観光主査兼係長

　伊藤和久 (212)

（直通℡４３－２２６２）

産業振興係長

　阿部　剛

（直通℡４３－２３４０）

佐藤徳法 (211)

安西暁子 (211)

玉浦翔平 (212)

農林課長

　石山竹美 (220)

課長補佐

　髙橋国広 (228)

　大場　晃 (222)

農林委員会事務局長

　石山竹美（兼務）

農業委員会事務局次長

　大場　晃（兼務）

川田愛美（兼務）

大澤真由美 (221)

齊藤千枝 (221)

庶務係長

　大場　晃（兼務）

ウエルネスプラザ　所長　佐藤俊浩（最上病院長兼務）　直通℡４３－３１１７　ＦＡＸ４３－３１１５

健康福祉課長

　二戸喜久子 (620)

課長補佐

　菅　秀孝 (620)

地域福祉推進主幹

　渋井和之（650）

地域包括支援センター長

　保科まつ子 (605)

福祉係長

　奈良寿仁 (600)

保険係長

　柴田真紀 (604)

遠藤真一 (601)

二戸麻理香 (601)

今田裕史 (604)

遠藤智也 (609)

吉田昌弘 (609)

岸英里香 (609)

北條晴美 (603)

保健指導主査

　菅原美智子 (606)

保健指導係長

　髙橋憲輔 (607)

木川美里 (607)

矢口彩華 (608)

今野由佳 (608)

奥山るり子 (608)

林さと美 (600)

地域包括センター係長

　保科まつ子（兼務）

東海林久美 (602)

伊藤美和 (602)

山形県後期高齢者医療広域連合事務局出向　佐藤貴之

教育長

　笠原　栄 (140)

教育文化課長

　北條清悦 (141)

指導主幹

　小野一郎 (142)

課長補佐

　菊地良兼 (148)

幼児教育課長兼

すこやかプラザ所長

　黒坂啓蔵 (436)

学校教育係長

　菅　智子 (143)

（直通℡４３－２０５３）

社会教育主査兼係長

　板垣由紀子 (442)

（直通℡４３－２３５０）

幼児教育主査兼係長

齊藤博幸 (437)

（直通℡４３－２２４７）

山田美由紀 (143)

二戸陽大 (144)

海和美春 (144)

ピーター (144)

菅　智行 (441)

山上裕子 (442)

千葉恵子 (420)

菅あかり (442)

宮本　浩 (441)

岸　優太 (441)

教

　
育

　
委

　
員

　
会

伊藤友貴 (437)

小川　浩 (437)

観光振興、誘客対策、観光・物産交流、登山道等の観光資源整備、

スキー場管理、グリーンツーリズム、各種交流の促進、各種イベン

トの取り組み、国際交流、町県人会、前森高原交流施設活性化対策、

友好会員、西公園施設管理

農観商工連携、六次産業の推進、商工業の振興、企業立地促進、雇

用促進、アンテナショップ、物産振興、勤労者金融、岩石採取、産

直育成

髙橋一起 (227)

菅真由美 (227)

有路孝志 (224)

大沼翔平 (225)

佐藤寿子 (225)

農林係長

　奥山　剛 (224)

畜産・水産業の振興、園芸作物の振興、安心・安全な農作物の振興、

土地改良事業、農道整備、水田畑地化、水稲技術改良・革新に関す

ること、林業の振興、緑環境保全事業、農林災害復旧事業、日本型

直接支払制度

農政主査兼係長

　金田敏幸 (226)

川田愛美 (226)

阿部　亘 (223)

齊藤美子 (221)

大沼聡美 (221)

農政全般の調製及び推進、土地利用型農業の推進、農業構造対策、

農業災害補償、農業金融、担い手農業者支援、地産地消、生産及び

経営技術の普及推進、生産物の安全対策、人・農地プラン、米の生

産調整、経営所得安定対策、農地中間管理機構

事務局庶務全般、農地法許認可、農用地利用集積、農業者年金、農

地に関する相談、農地集積支援、農業振興整備、遊休農地・耕作放

棄地対策

老人福祉、母子福祉、障がい者福祉、民生児童委員協議会、生活保

護、地域福祉推進、福祉医療、児童三手当、要保護児童

国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療、福祉医療（子育て）、

保健事業の連絡調整、最上地域介護認定審査会事務局

各種健診（乳幼児、生活習慣病予防）、予防接種、各種健康相談（乳

幼児、生活習慣病、こころの健康）、食生活改善、健康増進、母子

保健

総合相談・支援、権利擁護、包括的継続的ケアマネ事業、介護予防

事業、居宅サービス事業所及び居宅介護支援事業所支援、介護家族

支援、介護予防プラン作成

学校教育、児童生徒の就学、スクールバス管理、修学資金貸与、教

員住宅管理、児童・生徒の就学、教科書給付、教育行政相談、セミ

ナーハウス管理

社会教育、生涯学習、青少年教育、女性団体育成、公民館活動等地

域活動推進、地域コミュニティ活動、図書整備

文化スポーツ係長

　大場賢一 (145)

（直通℡４３－２０１３）

曾根田哲心 (145)

早坂武紀 (145)

伊藤美賀子 (146)

スポーツ・レクリエーションの普及・振興、競技スポーツ振興、健

康づくり、スポーツ少年団の活動強化、スキー振興・強化、芸術文

化、文化財保護

幼児教育、次世代育成支援、幼児施設整備、こどもの広場、児童図

書運営、放課後子ども教室、放課後児童クラブ、子育て支援



◆ ４４ ◆ ◆ ４５ ◆

町立最上病院　院長　佐藤俊浩　　副院長　原田　将　　TEL４３－２１１２（代表）　FAX４３－３２９１

医　局　　　内科医師　佐藤俊浩（院長）　原田　将（副院長）　遠藤昭博（内科医長）　菊池貴洋　鈴木有大

看護師 (580)

　結城真智子

　西村あけみ

　菅　智美

　真柄文子

　有路孝子

　矢島悦子

　櫻井真由美

　荘司修子

　岸　奈美

　下山真由子

　結城美和

　高橋一枝

　荒木美智子

　斉藤美加

科　局 区　分 係　員

医療科

放射線室長兼係長

佐藤清也 (569)

薬局 (511)

薬剤師

　結城智博 (511)

助手　菅嶌純子

臨床検査技師 (544)

　奈良幸枝

　矢作亜紀

助手　野口真弓

放射線技師 (569)

　斎藤紀子

　結城　健

理学療法士 (545)

　田中宏明

　多田雄一

作業療法士 (545)

　髙山悠二

　横山裕之

科　局 区　分 係　員

外来

看護師長 (521)

　阿部千句美（兼務）

一般病棟

看護師 (521)

　髙橋真由美

　菅キエ子

　遠藤由美

　下山恵里

　菅　倫子

　遊佐菜穂美

　曽根田めぐみ

助手　齊藤由里子

検査室 (544)

放射線室 (569)

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ室 (545)

事務長

　今井正明 (509)

事務次長

　荒木広康 (509)

主任管理栄養士

　大場和枝 (561)

栄養士

　髙橋　恵 (561)

庶務係長

　荒木広康（兼務）

　岸　輝彦 (501)

　中川久美 (500)

　安西裕哉 (508)

看護科

総看護師長

　阿部千句美 (596)

一般病棟看護師長

　有路亀代永 (580)

療養病棟看護師長

　寺崎昭子 (585)

一般病棟

主任看護師 (580)

　佐藤千秋

　奥本和枝

外来

主任看護師

　荒川京子 (535)

　阿部初枝 (521)

療養病棟

主任看護師 (585)

　岡野恵美子

看護師 (585)

　石川陽子

　伊藤由美

　奥山友子

　佐々木寿美子

　土田リサ

　菅真奈美

看護補助者

　片桐きく子

　小林百合子

　国分希依子

　阿達美代子

　星川洋子

　二戸幸子

　岸恵美子

　髙橋美由紀

看護科

　相馬広恵

　武田志津佳

　浅黄紗知子

　岸加代子

　田室貴規

看護補助者

　菅　栄子

　佐藤多美子

　福井保子

　早坂　純

　石山　愛

　菊地弘美

介護老人保健施設　やすらぎ　施設長　佐藤俊浩（兼務）　TEL４３－３３７８　FAX４３－３１２６　

事務長 (681)

　今井正明（兼務）

次長 (681)

　石山久美

庶務係長 (681)

　荒木広康（兼務）

栄養士 (561)

　髙橋　恵（兼務）

看護師長 (682)

　下山政恵

介護長 (682)

　結城みつ子

主任介護支援専門員 (682)

　林　尚樹

高齢者グループホーム　やすらぎの家　施設長　佐藤俊浩（兼務）　TEL４３－３１２５

事務長 (130)

　今井正明（兼務）

次長 (130)

　石山久美（兼務）

作業療法士 (545)

　高山悠二（兼務）　横山裕之（兼務）

事務副主任 (680)　   係員 (681)

　大宮智仁　　　　　笠原啓子

看護副主任

　有路明美 (682)

看護師 (682)

　中島恵美　木村雅俊　阿部けい子　沓澤恵美子　大場礼子　瀬戸志穂

副介護長 (682)

　大場ひろみ

支援相談員 (681)

　加藤奈津子

介護士 (682)

 山田美幸

 阿部文子

 岸健一朗

 石山久子

 菅ゆかり

 伊藤晴香

 矢口伸太郎

 佐藤妙子

 石山栄美子

 菅　幸子

 黄木伸彦

 阿部徳子

 関越清美

 菅真奈美

 山口　香

 髙橋由美子

 金田綾子

 菅　眞希

 大場美智子

 野口朝子

 大場貴瑛

庶務係長 (130)

　荒木広康（兼務）
介護士 (682)

 伊藤千聡

 加藤弥生

 藤原　徹

 佐藤千春

 今井美和子

 

 高橋可陽

 佐藤瀧子

指定居宅介護支援事業所　最上町やすらぎ　所長　佐藤俊浩（兼務）　TEL４３－３３７８　FAX４３－３１２６

管理者・副主任介護支援専門員　海藤京子 (681)　　介護支援専門員　菊池孝聡 (681)

看護師長 (130)

　下山政恵（兼務）

管理者

　髙橋典子 (130)

事務副主任 (130)　　 係員 (130)

　大宮智仁（兼務）　　笠原啓子（兼務）

農遊館・前森高原ビアハウス

あたごこども園

園　長　齋藤淳子 (430)

副園長　八鍬聖江

（TEL４３－２３４６）

施　設　名 氏　　名

給食センター所長

　田中清治

（TEL４３－２１０４）

中央公民館

館長  北條清悦（兼務）

（TEL４３－２３５０）

施　設　名 氏　　名

金田明子

大場里佳

伊藤祐美

二戸裕紀

手塚千絵

冨澤　梓

大場鴻代

須貝春香

笠原里美

齋藤悠紀子

阿部直子

海藤香澄

菅　彩花

吉田憲子

石山真由美

阿部絵未

有路恵里

後藤由香

大堀保育所

所　長　　石山和喜子

所長代理　橋本美香

（TEL４４－２８０４）

二戸陽子

大場喜美佳

野口あゆみ

阿部愛彩

結城成佳

高橋くにえ

菅めぐみ

西塚幸子

佐藤博美

小川かおり

髙橋　薫

富沢保育所

所　長　　大沼幸子

所長代理　阿部多美子

（TEL４５－２８２１）

あかくら幼稚園

園長  奥山衛（赤倉小学校長）

所長代理　井上智美

（TEL４５－２５４８）

みつわ幼稚園

園長 髙橋和彦（東法田小学校長）

副園長　後藤淳子

（TEL４３－２０２０）

伊藤　睦　　岸　秀貴（兼務）

重要文化財

旧有路家住宅（封人の家）

（TEL４５－２３９７）

管理人　中鉢藤一郎

前森牧場

（TEL４３－３０２５）

最上町社会福祉協議会　会長　髙橋重美　TEL４３－３１８０　FAX４３－３１１９

事務局長（兼務）

　渋井和之 (650)

庶務係長

　押切謙二 (652)

業務係長

　阿部竜也 (663)

総括介護サービス責任者

兼居宅介護支援責任者

　髙橋和子 (665)

訪問介護責任者

　遠藤悦子 (667)

通所介護責任者

　尾形裕見子 (653)

訪問入浴責任者

　生亀和美 (653)

林　優子 (663)　　板垣太郎 (652)

中嶋幸子 (653)

大塚文子 (654)

井上浩子 (654)

大場知佳子 (667)

石山　薫 (667)

大場　穣 (654)

山口真由美 (654)

木川京子 (653)

佐藤善丈 (665)

齊藤ひろみ (654)

尾形幸一 (653)

遊佐忠孝 (654)

大沼幸子 (667)

健康クラブ

後藤一志 (661) 沓澤保代 (661)

押切　章

牧　　栄

伊藤幸一

庄司信一

二戸孝芳

大場悠矢

オペレーター

ふれあいの里（ゲートボール場）　TEL４５－２０３３

小林美香　 菅嶌美咲　 野口久美子

高橋秀充（兼務）

大場恵利子 大場理子

公共下水道向町浄化センター

センター長　中嶋寿幸（兼務）　TEL４３－４６０１

簡易宿泊施設りんどう　　TEL４４－２８２２　FAX４４－２８３３

マンスリー・マンションせんしん館　TEL４５－３５３３（FAX兼）

地域間交流施設（大場満郎冒険学校）  TEL４３－４５６３（FAX兼）

学校栄養教諭　佐藤幸枝

食育推進指導員

齊藤貴義　岸　綾子（栄養士）

地域おこし協力隊　宮本　浩 (441)

社会教育指導員　　菅あかり (442)

向町地区公民館

（中央公民館併設）

館長  菊池和子（非常勤）

大堀地区公民館

館長  菅清一郎（非常勤）

TEL４４－２８２０

富沢地区公民館

館長  髙橋　久（非常勤）

TEL４５－２５２７

大堀小学校

TEL４４－２００１

FAX４４－２００２

月楯小学校

TEL４３－２５９７

FAX４３－２０４３

向町小学校

TEL４３－２２６６

FAX４３－２２６７

東法田小学校

TEL４３－２７９９

FAX４３－２７９９

富沢小学校

TEL４５－２８１１

FAX４５－２３７７

赤倉小学校

TEL４５－２８１０

FAX４５－２８６６

最上中学校

TEL４３－４１１５

FAX４３－２１８６

集落支援員　尾形勝雄

集落支援員　岸　優太 (441)

集落支援員　須藤　勇

用務員　荒川克博

特別支援教育支援員

髙橋由佳　結城かおり　加藤美喜

用務員　小林　健

特別支援教育支援員　高橋理恵

学校管理指導員　大江清勝

特別支援教育支援員

沓澤紗由香  井上雄貴  伊藤怜子（兼務）

用務員　高橋秀充

特別支援教育支援員  伊藤怜子（兼務）

用務員　齊藤　守

特別支援教育支援員　高橋美知子

用務員　岸　秀貴

特別支援教育支援員　菅　滋美

用務員　二戸広行

学力向上支援員　笠原智広　

特別支援教育支援員  田中大地 庄司大地

町民体育館・温水プール　TEL４４－２２２６（FAX兼）

子育て支援センターひまわり　TEL４３－４４２２

TEL４３－３５２２　FAX４３－３２９２
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